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酷暑の季節に なりま した。現在 会員登録 数 4,708 人さま。次号 は８月 20 日発

行の予定です ／  
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【１】お知ら せ  
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●今週末開催 ！  オ ンライン講座「２ ０２ ５年に出版さ れた子 どもの本から 」 

2025 年に出版され た 新しい子ども の本約 250 冊をテーマやジ ャ ンル、年齢別

に紹介し、現 在の子 どもの本の傾 向につ いて考えます 。  

◇リアルタイ ム参加 （ Zoom）  ７月 25 日（土） 10:30～ 15:00（昼休憩あり ）  

 質疑応答の 時間あ り。録画配信 も視聴 可。  定員 80 人、参 加費 1000 円  

※お申し込みは Peatix から  https://2025kodomonohon-1.peatix.com/ 

◇録画配信  ８月７ 日（金）～ 12 月 21 日（月）  視聴料 1000 円  

※お申し込みは Peatix から  https://2025kodomonohon-2.peatix.com/ 

 

●  ≪ご寄付をお願 い します≫  当 財団の 運営を応援い ただけ る個人、法人の  

皆さまからの ご寄付 を募っていま す。寄付 金は、当財団 が行う講 座・講演会な

ど、さまざま な事業 経費に充てさ せてい ただきます。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701  
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【２】コラム  
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*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

*****************************************************************  

『しかたなし 日記』  市川宣子 /作  堀川 真 /絵  童心社  2026 年６月  対象

年齢：小学校 中学年 以上  

 

＊今回のゲス トは当 財団理事の宮 川健郎 さん（Ｔ）で す。  

＊作品の結末 まで書 いています。  

 

あ ら す じ ： な こ ち ゃ ん と ゆ う ち ゃ ん と こ う く ん は 同 じ マ ン シ ョ ン に 住 む 登 校

仲間。な こちゃんの 家 族が、日 曜日にディ ズ ニーランドに 行けな くなって、

https://2025kodomonohon-1.peatix.com/
https://2025kodomonohon-2.peatix.com/
http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html
https://syncable.biz/associate/19800701


怒 っ た 弟 の あ っ く ん が い す を け っ て 、 そ れ が た ん す に 当 た っ て な こ ち ゃ ん

の 鏡 が 落 ち て 割 れ て 、 自 分 で 掃 除 を し な け れ ば い け な く な り 、 デ ィ ズ ニ ー

ラ ン ド の 代 わ り に シ ョ ッ ピ ン グ モ ー ル で １ ０ ０ ０ 円 の パ フ ェ を 食 べ た こ と

を語ると 、ゆうちゃ ん が「しか たないか 」と いう。す ると、こうく んが「あ

のさ、な にが『 しかた ない』の かなあって 」と突っ込む 。そこか ら 、ゆうち

ゃんは、「しか たなし 日記」をつけ始め、３人で「しかたなし 」という芋判

を作る。そして、それ ぞれにどこま でが「し かたない」のかを考 え る。特に、

こ う く ん は 、 シ ン グ ル マ ザ ー の お 母 さ ん が 手 術 を す る こ と に な っ て 、 お ば

あ ち ゃ ん が 来 る こ と に な る 。 こ う く ん は 、 そ れ を ど う 受 け 止 め れ ば い い の

か悩む。  

 

Ｔ ： な こ ち ゃ ん の 家 族 が デ ィ ズ ニ ー ラ ン ド に 行 け な か っ た と い う エ ピ ソ ー ド

か ら 始 ま っ て 、 こ う く ん と お ば あ ち ゃ ん も い っ し ょ に デ ィ ズ ニ ー ラ ン ド へ

行くエピソー ドで終 わります。  

Ｙ：そ の間に、子ど も たちが「しかたな いっ てどういうこ と？」と いうのを、

自分たちで考 え、助 け合い、深め ていく 過程がおもし ろかっ たです。  

Ｔ：「しかたな い」と いうひとつの 言葉に も、いろいろな「し かたない」があ

る こ と が わ か り ま す 。 子 ど も は 、 大 人 の 経 済 的 基 盤 の も と で 暮 ら し て い る

か ら 、 大 人 の 事 情 に 振 り 回 さ れ て さ ま ざ ま な 「 し か た な い 」 状 況 に 陥 り ま

す。この本にはあ りま せんが、その最た るも のが転校です。こ の本 では、家

庭 内 で は こ う く ん の お 母 さ ん の 病 気 、 学 校 で は 苦 手 な 給 食 の メ ニ ュ ー な ど

が描かれ、友 だち関 係の中でのし かたな さも描かれま す。  

Ｙ ： し か た な さ の エ ピ ソ ー ド が と て も 具 体 的 で 、 子 ど も の 日 常 に 即 し て い る

のがおもしろ いと思 いました。特に 、なこ ちゃんが、算数 ができ なくても、

跳び箱ができ なくて も「しかたない 」と思 ってにこにこ してい て、先生に熱

があるんじゃ ないか と心配される エピソ ードには笑っ てしま いました。  

Ｔ ： こ う く ん の 面 倒 を み る た め に 来 た お ば あ ち ゃ ん が 、 朝 ご は ん に こ う く ん

のきらいなミ ョウガ のみそしるを 作った ところもおか しかっ たです。  

また、子どもたち が「しかたない」を乗 り越 えるために、芋判 や消 しゴム

判の「しかたなし」は んこを作って、日 記や 自分の心に押 すとこ ろも「うま

い！」と思い ました 。  

Ｙ：そして、保健室の 愛子先生もい い味出 しています。子どもた ちが愛子先生

に「しかたなし日 記」について語る 場面が あることで、子ど もた ちの「しか

たなし」につ いての 考えが深まり ます。「 しかたないっ て…… 、あきらめる

ってことなの かもね え」という愛 子先生 のことばが印 象的で した。  

Ｔ：愛子先 生は、「し かたなしって 決めて いいかどうか 、その 場ではわから な

いぐらい、む ずかし いことかもし れない ね。」とも 言います 。  

Ｙ：挿絵もユ ーモラス で、何日かが たったと いうことを示 すのに、４コマの絵

で表現してい るとこ ろも工夫があ るなと 思いました。  

Ｔ：こうして 読んでい くと、もしか して、最 初のディズニ ーラン ドへ行けなか

っ た エ ピ ソ ー ド は し か た が な か っ た の か ど う か と 読 者 が 考 え る か も し れ な

いと思って読 み終わ りました。  

 

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

イーハトヴ周 遊  宮 沢賢治の童話 を読破 する  

第 130 回  「ポラン の広場」  

 笑いのある ファン タジー  

 

童話「ポラーノの 広場 」（本メルマガ No.96～ 97 参照）には 、「ポ ランの広場」

という初期形 態があ ります。この 作品の 第 3 章部分を脚色し たのが戯曲「 ポ

ランの広場」です。芝 居好きとして 知られ る賢治には 、「飢餓陣 営」（ No.105）



「植物医師 」（ No.136）「種山ヶ原 の夜」を 含 め、４つの 戯曲があり ますが、い

ずれも農学校 教員時 代に生徒に上 演させ たものです。  

 

時は「一千 九百二十年 代、六月三 十日夜 」、場所は「イ ーハトヴ地 方」。オ ーケ

ストラが演奏 され、甲 虫の翅音がき しるな か、幕は開き ます。舞 台は電燈やモ

ー ル で 美 し く 飾 ら れ 、 背 景 に は 「 ま っ く ろ な 夜 の 野 原 と 空 、 空 に は し ら し ら

と」わたる銀河 。「し ろつめくさの いちめ んに咲いた野 原のま ん中」で、給仕

が 山 猫 博 士 に 酒 を 注 い で い ま す 。 そ こ に や っ て き た の が 、 博 物 局 十 六 等 官 の

キ ュ ス テ と 、 フ ァ リ ー ズ 小 学 校 生 徒 の フ ァ ゼ ロ で す 。 山 猫 博 士 を 見 た 二 人 が

交わす会話が 、冒頭 の引用部分で す。  

 

水 を 飲 む フ ァ ゼ ロ た ち を 山 猫 博 士 が か ら か い 、 横 柄 に 振 る 舞 っ た こ と か ら 諍

い が 起 こ り 、 即 興 の 歌 で や り 返 し た フ ァ ゼ ロ に 山 猫 博 士 は ナ イ フ で の 決 闘 を

迫ります。敗 れた山猫 博士は舞台か ら退場 し、葡萄園の 農夫は「 東から勇まし

い オ リ オ ン 星 座 が の ぼ る ま で 、 こ の つ め く さ の あ か り に 照 ら さ れ 、 銀 河 の 微

光に洗われな がら、愉 快に歌いあか そうじ ゃないか」と 呼びかけ 、ほどなく円

舞が始まった ところ で物語は終わ ります 。  

 

イ ー ハ ト ヴ と い う 地 で 暮 ら す 人 々 と 、 山 師 的 存 在 と も い え る 山 猫 博 士 と の 対

立 を 描 き つ つ 、 歌 や 踊 り 、 オ ー ケ ス ト ラ な ど を 通 し て 楽 し く 幻 想 的 な 劇 に 仕

立てています。本 メ ルマガ No.136 におい て、馬車別当は戯 曲「植物医師」を

「「悪党」が同 時に「 道化」となる変転の 劇 」としました。これは 、「レデース  

アンジェント ルメン 、諸君の忠 告によっ て僕は退場し ます。さよな ら。」とす

ばやく舞台を 下り、演 者にひどく笑 われる 山猫博士にも あては まるようです 。

（ペ吉）  

 

（本文の引用 は、筑摩 書房版『宮沢賢治コ レ クション ２  注文の 多い料理店』

によりました 。）  

 

 

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ８５  

*****************************************************************  

 

「ぼく、やっ ぱりで きないよ・・ ・・・ ・」  

 おーちゃん がこう いいだしたの は、日 曜日の朝のこ とでし た。  

「できないっ てなに が？」  

「人間をおど かすの も、木枯らし にのっ ていくのも・ ・・・ ・・」  

 いうと思っ た、と いうのが、ぼ くの正 直な感想でし た。  

「なんだよ、 商店街 ではずいぶん とおど かしてくれた じゃな いか」  

「ああ、あの 時はな んか元気がで たの。 背中、あった かかっ たからかな」  

 

（『 お ば け の お ー ち ゃ ん 』  市 川 宣 子 /さ く  さ と う あ や /え  福 音 館 書 店  

2002 年 5 月  P.50）  

 

対談で紹介し た市川 宣子の幼年文 学作品 です。子ども の時、松 谷みよ子『オ バ

ケちゃん』（講 談社  1971 年 2 月）に親 しん でいた私は 、それ以 降 の「おばけ」

が 出 て 来 る 幼 年 文 学 作 品 に つ い て ど う し て も 『 オ バ ケ ち ゃ ん 』 と 比 べ て し ま

って、おもし ろさを 感じられない でいま した。  

 

そんなとき、出会っ た『おばけのおーち ゃん』は、『オバケ ち ゃん』とは違う

個性的な「 おーちゃん 」で、新 しい幼年向 け の「おばけ 」物語が 出 版されたと

思ってうれし くなっ たことを覚え ていま す。  



 

おばけのおー ちゃん は、家賃「ただ 同然」の ぼろぼろの家 に住み 始めた「ぼく」

の前に現れま す。「風 にめっぽう弱 くて、うちわの風に もさか らえない」おー

ちゃんは、「ふき とば したりしたら 、おど かして悲鳴食 べちゃ うん だから 」と

「ぼく」に言うと おり 、悲鳴を食べたら 大き くなります。とこ ろが 、引っ込み

思 案 で 怖 が り の お ー ち ゃ ん は 、 人 を お ど か す の が 苦 手 で な か な か 大 き く な れ

ま せ ん 。 お ば け た ち は 冬 に は 、 木 枯 ら し に の っ て 仲 間 と 南 の 国 に 渡 る は ず な

のに、おーちゃん は「 ぼく」にぴったり ひっ ついて小さい まま、商 店街の買い

物にもついて きて、「 おでんかって 」など と、「ぼく 」に話し か けます。  

 

「ぼく」が商 店街に買 い物にでかけ たのは、友だちを招く ため。お ーちゃんが

「ぼく」の友 だちをお どかして、友 だちの悲 鳴を食べて大 きくな り、渡りに出

掛 け ら れ る よ う に 企 て た の で す 。 と こ ろ が 、 引 用 に あ る 自 信 の な い お ー ち ゃ

んの言葉。ど んなに勇 気づけられて も、はっ ぱをかけられ ても、な かなかがん

ばれない子ど もの気 持ちと重なり 合って 共感できると 思いま した。このあと 、

おーちゃんは 無事、「 ぼく」の友 だちの悲 鳴を食べて渡 りに成 功しますが 、渡

りから帰って きても 、やっぱり おーちゃ んらしく、「ぼく 」は そんなおーち ゃ

ん を 愛 し く 思 っ て い る 様 子 が 伝 わ り ま す 。 そ し て 、 結 末 で は 、 お ー ち ゃ ん も

「ぼく」も仲 良しを 見つけるとこ ろに満 足感を得まし た。（ Ｙ ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

芦 屋 市 立 美 術 博 物 館 で ９ 月 27 日 ま で 開 催 さ れ て い る 「 チ ェ コ 絵 本 の 作 り 方  

ボ ロ ー ニ ャ 国 際 絵 本 展 受 賞 絵 本 か ら 日 ・ チ ェ コ 共 作 の コ ミ ッ ク ま で 」 に 行 っ

てきました。絵本 の原 画、リトグラフ、下 絵 など 100 点以上と、絵 本や読物約

180 冊が展示されてい ました。全 体の構成は 、１章「 絵本でみる チ ェコ絵本史 」、

２章「現代 のチェコ 絵 本」、３章「 21 世紀の「 美しい本コン クール 」受賞絵本」、

４章「チェコ絵本と 日本人作家 」、５章「 現代のチェコ・コミ ック」となって

いました。  

 

２ 章 に は 現 代 の 作 家 が 紹 介 さ れ て い ま す 。 原 画 が 展 示 さ れ て い た ミ ハ エ ラ ・

クコヴィチョ ヴァー「 ジス・イズ・プラハ」は、チェコ の絵本作 家 ミロスラフ・

サセック（ 1916-1980）の「 This is…」シリーズへのオ マージ ュ作品で、スト

ー リ ー は サ セ ッ ク の 姪 で あ る オ ル ガ ・ チ ェ ル ナ ー が 担 当 し て い ま す 。 プ ラ ハ

に ま つ わ る さ ま ざ ま な 写 真 や 絵 が コ ラ ー ジ ュ さ れ て い て 、 プ ラ ハ の 魅 力 が 伝

わってきまし た。  

 

エ ヴ ァ ・ ヴ ォ ル フ ォ ヴ ァ ー の 刺 繍 と ア ッ プ リ ケ で 描 か れ た 「 糸 と は ず れ た ボ

タン」は、黒 と赤の糸 でステッチさ れた人 の、スナップ ボタンの 目が取れてい

る 絵 、 糸 巻 き の 上 に 長 い お さ げ の 小 さ な 人 形 の よ う な 女 の 子 が の っ て い る 絵

があって、素 材が生 かされた作品 になっ ていました。  

 

クラーラ・ザフラー ドコヴァー「ウマと ヘビ」は、「ブレー メ ンの音楽隊」の

よ う に 馬 の 上 に に わ と り や ヘ ビ な ど が 乗 っ て 窓 を の ぞ い て い る 絵 や 、 電 車 に

乗 っ て い る ウ マ が つ か ん で い る 吊 皮 が ヘ ビ に な っ て い る リ ノ カ ッ ト の 絵 が あ

って、ユーモ ラスな 雰囲気が伝わ ってき ました。  

 

４章「チェコ 絵本と日 本人作家」に は、日本 人作家のチェ コ児童 書界での活躍

が紹介されて います 。その中でも、出久根 育絵「とらわれた 銀 の太陽」（ミ ロ

シュ・クラトフビ ール 著）は、ゲームの世 界 へ行く少年の 物語と のことで、太

陽に向かって 手を伸 ばしている子 どもた ちの絵が印象 に残り ました。  

 



５章「現代の チェコ・コミック」で 紹介され ていた文字な しの絵 本であるカテ

ジナ・イルネロヴ ァー「陶器の王国での 冒険 」は、陶器の絵の世 界 を旅する漁

師 の 物 語 で す 。 陶 器 の 形 に 切 り 取 ら れ た ペ ー ジ に は さ ま ざ ま な 模 様 が 深 み の

あ る 青 で 描 か れ て お り 、 目 が つ い て い ま す 。 ど ん な 旅 を す る の だ ろ う か と 想

像をふくらま せまし た。  

 

歴 史 を 振 り 返 る こ と で 改 め て チ ェ コ の 芸 術 性 の 高 い 絵 本 の す ば ら し さ を 感 じ

ることができ ました 。（Ｋ）  

 

芦屋市立美術 博物館  https://ashiya-museum.jp/ 

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち   

*****************************************************************  

今月は休載し ます。  

来月配信の次 号（ NO.192）からは、第７ 章 「天沢退二郎 先生」 です。  

 

＜これまでの 連載は こちらから＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

*****************************************************************  

《６》  富安陽子  Ｉ ＩＣＬＯ  ス トーリ ーコンペ  第 ３回  

*****************************************************************  

応募締め切り 間近！  

２つのキーワ ードを 使った童話作 品を募 集します。400 字詰め原稿用紙５～ 10

枚で、未発表 作品に 限ります。  

◎第３回のキ ーワー ド…「 トビウ オ」「 く つ下 」  

応募締め切り ：７月 31 日（金）  

富安理事長が おもし ろい作品５～ ６点を 選び、メール マガジ ン NO.192（ 8/20

発行）で発表 。その後 、読者にいち ばんおも しろいと思っ た作品 に投票してい

ただき、１位 と２位 を決定します 。  

童話を書くの は初め ての方も、 腕 だめし の方も、ぜひ 、ご応 募ください。  

＜詳細、応募 方法は こちらをご覧 くださ い＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●「西巻茅子  ララ ラン  ロロロ ン  す てきな  げん がてん 」  

会期：開催中 ～９月 ６日（日）  

主催・会場： 姫路文 学館〔姫路市 〕  ※ 月曜休館、有 料  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『しか たなし日記 』を

プレゼントし ます。ご 希望の方は、プレ ゼン ト応募フォー ムから 、（ 1）お名前  

https://ashiya-museum.jp/
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html
http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html


（ 2）郵便番号・住 所  （ 3）電話番号  （ 4）メ ールアドレス、よろし ければ  （ 5）

このメルマガ のご感 想をお書きの うえ  ご 応募ください 。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A  

締切は８月 11 日（火 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

夏休みに入り ました 。子どもたち は、み んな涼しい屋 内でゲ ームをしてい る

と思いきや、 近所の 公園では多く の子ど もたちが汗だ くで遊 んでいます。 暑

さよりも楽し いこと に夢中になれ るなん て、うらやま しく感 じました。  

（ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
http://www.iiclo.or.jp/

